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☆第 62 回 日本流星研究会「宇宙県流星会議」 プログラム 
 

開会行事 

 小関会長ご挨拶  小槙記念賞授与 
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 小川 宏 (Zoom) 

2021 年 11 月アンドロメダ座流星群のビデオ観測  藤原 康徳 (Zoom) 

鉄流星のライトカーブについて  前田 幸治 (Zoom) 

昼食・休憩 

講  演 

(長野県は宇宙県について・講師紹介) 

東京大学木曽観測所トモエゴゼンが観た太陽系小天体 

大澤 亮先生 

(自然科学研究機構 国立天文台 JASMINE プロジェクト 助教) 

記念撮影・休憩 

研究発表 2 突発群コーナー 

ヘルクレス座τ流星群への取り組み ～予報・遠征・観測結果～  

 佐藤 幹哉 (Zoom) 

2022 年の 5月の 73P 彗星関連のヘルクレス座τ(TAH)群と 

8 月の 45P 彗星関連のやぎ群の考察  関口 孝志 (Zoom) 

(ディスカッション) 

閉会行事 

 次回開催地紹介 

 

☆講演要旨 

 

東京大学木曽観測所トモエゴゼンが観た太陽系小天体   大澤 亮先生 

(自然科学研究機構 国立天文台 JASMINE プロジェクト 助教) 

 

東京大学木曽観測所では 2019 年 10 月より，広視野動画カメラ「トモエゴゼン」による

観測を開始しました．トモエゴゼンは 84枚の CMOS センサを用いたモザイクカメラで，

約 20 平方度の領域を最大 2fps でモニタリングすることができます．小惑星や彗星とい

った太陽系小天体は太陽系形成期の情報を記録した重要な天体です．秒スケールという

短いタイムスケールで観測することによって，太陽系小天体のまだ見ぬすがたにスポッ
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トライトを当てることができます．講演では地球接近小惑星・掩蔽・微光流星といったト

ピックを中心に，トモエゴゼンの高感度動画観測が明らかにした成果を紹介します． 

 

☆研究発表要旨 

 

流星としての HAYABUSA2 サンプルリターンカプセル  小林 美樹 

2020 年 12 月 6 日 02 時 (JST) にオーストラリア南部で実施された、はやぶさ２サンプ

ルリターンカプセル再突入に関わる地上観測プログラムに ELF/VLF 電波観測で参加しま

した。本発表はサンプルリターンカプセルの火球フェイズにおける光度変化等について

発表します。 

 

Halley Type 及び 長周期流星群の発光高度の特徴  司馬 康生 

SonotaCo Network の 14 年間の観測データから、Halley Type および長周期タイプの 107

流星群について発光高度を統計調査した。流星速度との相関効果を取り除くと、流星の

平均光度、平均突入角、近日点距離、軌道周回数との相関を認めた。ここから、流星物質

が太陽に接近することで揮発成分が取り除かれる効果が働いていると考える。また、太

陽活動と発光点高度も相関するが、消滅点高度の相関は確認できなかった。なお、特異的

に発光高度が低い 4流星群を認めた。 

 

インフラサウンド観測を用いた火球の爆発地点の決定 

〇蓮見 佑太  山本 真行  西川 泰弘 

本研究は火球が出すインフラサウンドから火球の軌道とエネルギーを推定することを目

標としている。その第一段階として本テーマでは爆発地点を推定できることを示すこと

を目的とした。インフラサウンドとは低周波側の可聴音から外れた音のことで津波や雷

等の大規模現象で発生する。現在火球の軌道推定は光学観測が主流だがインフラサウン

ドを補助手法に用いれば曇天時でも軌道や爆発地点を推定できるのではないかと考えて

いる。 

 

世界の流星電波観測による主要流星群の経年変化及び話題の流星群の結果 

 小川 宏 

天候や地域に左右されず流星群を観測するため、世界の流星電波観測結果を用いて集計。

2000 年代からの主要流星群結果から経年変化を考察。加えて、最近話題となったいくつ

かの流星群の結果も改めて報告します。 

 

2021 年 11 月アンドロメダ座流星群のビデオ観測  藤原 康徳 

2021 年 11 月 28/29 日にアンドロメダ座流星群の突発活動が北米で捉えられた。そのピ

ークは 05:18UTC（Jenniskens）で、日本で光学観測できる時間帯では 2 等以降の明るい

流星の活動はすでに低下していたが、室生観測所での α7s・85mmF1.2 の観測では、4 等

以下の流星の活発な活動を捉えた。5等以下の暗い流星の活動を把握することは、流星群

の構造を理解するために必要である。  
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鉄流星のライトカーブについて  前田 幸治 

鉄流星の典型的な発光点側が明るいライトカーブが、鉄流星の中でどのくらいの割合で

存在しているかという点についてまとめます。 

 

ヘルクレス座τ流星群への取り組み ～予報・遠征・観測結果～  佐藤 幹哉 

当方らにより、ヘルクレス座τ流星群の突発出現が 2022 年 5月 31 日 14 時頃（日本時）

に予報されていた。極大の時間帯から、観測は北米への遠征が必要であったが、感染症に

より難しい状況であった。今回、NHK コズミックフロント取材班の協力もあり、アメリ

カ・ユッカバレー近郊で観測に取り組むことができ、この見事な突発出現を検出するこ

とができた。本発表では、一連の取り組みについて詳細に報告する。 

 

2022 年の 5 月の 73P 彗星関連のヘルクレス座 τ(TAH)群と 8 月の 45P 彗星関連のやぎ群の

考察 

 関口 孝志 

2022 年の 5 月の 73P 彗星関連のヘルクレス座 τ(TAH)群の出現の様子と高度による光度

変化と輻射点移動と軌道要素との母天体との比較。8 月の 45P 彗星関連のやぎ群の輻射

点と軌道および母天体との関係と高度による光度変化等。 

 

☆ヘルクレス座 τ 流星群等の突発群のディスカッション 

杉本智さんのコメント(予報が的中したヘルクレス座τ流星群) 

 高感度ビデオでの 40 数個の流星の解析から。暗い流星が多く SonotaCo との同時は３

個。減速曲線で解析すると彗星の軌道とほとんど一致する(対地速度の平均は使ってはい

けない)。放射点位置が決まって対地速度を仮定すれば１点観測でも軌道が出るが、今回

の流星も決まった高度で明るくなったり暗くなったりして、途中で壊れるなど特別なこ

とはなかった。 異なった点は ; 動画コマ映像ふぞろい(対地速度の低さでガス化が

弱かったか) ; 赤い流星は、低速流星は赤い尾を引いており、この群が特別なもので

はない。 ; 痕がきれいな筋でない、低温のせいか。 

ディスカッション 

(小林→関口)スペクトルでフレッシュさは見られたか?枯渇といわれるふたごと比べて

どうか? →サンプルが少ないが、ナトリウムが多いのはもちろんだが鉄が少し多めと思

うが、フレッシュさかはわからない。ばらつきもある。 

(柳→佐藤)今後の突発群の予報は? →予報はできるものとできないものがあるが、母天

体のがわかるものについては事前に探れるようにしたいが、時間的な問題もある。発見

前の軌道は仮定が入るので、ダストトレイルが計算しきれないものもあり、予報できな

い突発はある。 

(橋本→関口)出現日による軌道傾斜角の違い? →トレイル対応は検討していない。 

(佐藤)木星の摂動で軌道傾斜角は大きく変わる。該当するものの検討は可能かと思う。 

(前田→佐藤)今回の TAH は輻射点の移動が大きかった。複数のトレイルが原因か、普通

の流星群の移動として説明できる範囲か? →両方の要素がある。一つの軌道要素で考え

ても地球の公転と合成速度が遅いため、普通とは違う放射点移動となる。移動だけで考

えるとどちらであるかはわからない。  
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流星としてのHAYABUSA2サンプルリターンカプセル 
 

○小林美樹(NMS),渡邉堯(NICT),加藤泰男(ISEE),鈴木和博(NMS) 

 

はじめに 

2014年12月3日に種子島宇宙センターから打ち上げられた小惑星探査機「はやぶさ２」

は、小惑星「リュウグウ」の岩石採取に成功し、2020年12月6日2時28分頃サンプルリ

ターンカプセル(SRC)が地球大気圏に突入した。宇宙航空研究開発機構(JAXA)が公募し

た地上観測隊の一員として、VLF/ELF観測等を行う予定であったが、新型コロナウィル

ス感染症により現地での観測は叶わなかった（代理観測が実施された）。JAXAカプセル

回収チーム撮影の映像等を元に流星としてのSRC観測結果(主に光度変化)を報告する。 

 

目的 

通常の流星(火球)は、いつ、どこからやって来るのか、物質が何であるかわかってい

ない。SRCは飛行速度約11.6km/sで地球大気圏に突入し、上空約80kmあたりから発光を

開始し、人工流星として観測可能である。時刻、方角が予めわかっている人工流星で

あるSRCを観測することで、流星の発光メカニズム等を検証することを目的とする。 

 

観測地 

南オーストラリア州 クーバーペディ（緯度経度標高非公開） 

なお、上記はVLF/ELF観測地とは別の場所である。ちなみにVLF/ELF観測地は天候不良

により光学観測や眼視による観測はないとのことである。 

 

測定方法 

輝度測定ソフトHD_RBAviMETEORによる単純比較 

 

観測結果（時刻はJST、UTはプラス9時間、現地時間はプラス1時間30分） 

発光点※：2時28分38秒頃 

最大時 ：2時29分03秒頃  

消滅点※：2時29分24秒頃 

発光継続時間、46秒、ピークまでの時間、25秒、ピークから消滅までの時間21秒 

※ 上記計測ソフトにより計測可能時刻、秒以下は非公開 

最大光度：マイナス2.26等級(絶対等級) 

    ：マイナス3.24等級(視等級) 

速度：約11.5km/秒(提供資料より計算) 
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考察 

自然現象における流星と異なり、継続時間46秒という長時間の発光が観測された。な

お、当初の予想よりも暗い結果となった。明るくならなかった原因等については、速

度等の影響と思料される。カプセルの発光メカニズム等と併せ更に検証を進めたい。 

 

参考文献 

国立天文台はやぶさ観測隊「はやぶさ探査機の大気圏再突入の地上観測」 

 

謝辞 

宇宙科学研究所はやぶさ２プロジェクトチーム(当時)の皆様には画像情報等を提供い

ただきまして、心より感謝申し上げます。 

輝度測定ソフトHD_RBAviMETEORを提供いただきました熊森照明氏に感謝します。 

上田昌良氏、佐藤幹哉氏、藤原康徳氏には、ご助言、ご協力頂きお礼申し上げます。 

 

 

追記 

VLF/ELF観測報告 

 

昨年の流星会議の渡邉堯先生発表において、カプセル由来のパルスを例示したが、解

析を進めた結果、以下の弱いパルスが見つかったので、追加報告します。 
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Halley Type 及び 長周期流星群の発光高度の特徴

司馬康生(SonotaCo Network)

要旨

SonotaCo Networkの 15年間の観測データから、Halley Typeおよび長周期タイプの 96流星群について

発光点及び消滅点高度を統計調査した。観測結果の発光点高度、消滅点高度から、強く相関する地心速度

の影響を取り除くと、流星の平均光度、平均突入角との相関があった。更にこれらの効果も取り除くと、

近日点距離が小さい流星群の発光点高度が低い傾向だった。また、軌道周回数が多いと見られる流星群の

発光点高度も低い傾向だった。これらは、流星物質が太陽に接近することで、流星物質に変成作用が起こ

ると考えられる。変成作用の詳細には複数の可能性があり、これを議論する。なお、一部の流星群(#101 PIH,

#183 PAU, #187 PCA, #246 AMO,#1119 LAV)は、特異的に発光高度が低かった。これらの流星群は、流星

物質の中の揮発成分が統計的に枯渇傾向、もしくは表面に軟弱な物質を纏わない物質の可能性がある。ま

た、撮影流星数の多い６群に対する調査で Per 群を除く５群が太陽活動の活発な年で発光点高度が高くな

る傾向があったが、消滅点高度と太陽活動の相関はネガティブだった。

結果（要約）

(1)速度との相関

上は発光点、下は消滅点の流

星群毎の平均高度。発光点高度

で（#101 PIH, #183 PAU, #187

PCA, #246 AMO,#1119 LAV）の

５つの流星群は、他の全ての流

星群より発光点高度が低い。

特に発光点で強い相関がある。

(2)平均絶対光度との相関

特異な５群を除いて明るい流

星ほど発光点が高く消滅点が低

(3)輻射点仰角（経路仰角）との

相関

突入仰角が高いほど発光点も

消滅点も低い傾向が見られたが、

負の相関係数は発光点で弱い。

(4)近日点距離との相関

近日点距離が小さいほど発光

点、消滅点が低くなる傾向。

(5)軌道半長径の逆数（1/a）との

相関

相関ははほとんど無い。

(6)軌道傾斜角との相関

軌道傾斜角が大きいほど発光点が低い傾向があったが消滅点はごく弱い負の相関である。

2022/10/10 信州流星会議
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(7)軌道進化段階との相関

輻射点の拡散度（Radiant Distribution Index）と、D判定値の平均で調べた結果、流星群が母天体から放

出されて時間が経つほどいずれも発光点、消滅点共に低くなる傾向があった。。

(8)太陽活動との相関

調査した６流星群に対して太陽活動が活発になる年に発光高度が高くなる傾向があり、消滅点は一定の

相関を見い出し難い。



 インフラサウンド観測を用いた火球の爆発地点の決定 
 Determination of a bolide exploding position  

by using infrasound observation 
 

 蓮見 佑太 1 山本 真行 1 西川 泰弘 1 
   Y．Hasumi1 M.-Y．Yamamoto1 Y．Nishikawa1 

 (高知工科大学 1)

1．背景と目的 

 インフラサウンドとは 20 Hz 以下の低周波音のことで，津波や土砂崩れ，流れ星（火球）などの大規模

な現象により発生する．当研究室ではインフラサウンドのみを用いてはやぶさ 2帰還カプセルの軌道決定

に成功し，音響観測のみで飛翔物体の位置決定ができることを確認した[1]．流れ星の中でも特に明るいも

のを火球と呼び，本研究は特に爆発を伴う火球に焦点を当て，火球の爆発により発生したインフラサウン

ドから爆発地点を決定することを目的とする．火球は通常，多地点光学観測により軌道が決定されるが曇

天時や昼間は観測できないという特徴がある．一方インフラサウンドの観測は曇天や昼夜の状況には大き

く左右されないため，光学観測の補助手法としてのインフラサウンドの有用性を示すことを目的とする． 

 

2．研究方法 

 2020 年 11 月 29日 1時 34 分頃に紀伊半島付近上空に発生した火球のインフラサウンドについて高知工

科大学が全国に設置しているセンサのうち 4台による観測を行うことができたので今回はそれらのデー

タをもとに解析を行った．  

解析方法としては緯度，経度，高さ，時間を変数として，グリッドサーチ法を用いた．図 1 のように

火球の爆発地点を音源とするインフラサウンドを各センサが捉えその時間差から火球の爆発地点を求め

ることを考えた．プログラムのアルゴリズムとしては，任意の経緯度座標

を原点(本研究では北緯 33°,東経 135°)と決め，北緯 33°～34°,東経

134°～136°，高さ 20 km～50 kmを 1 km の立体格子に区切りその中から

グリッドサーチで観測結果と最も合う爆発地点を探した．その際爆発時刻

も 1時 34分頃と秒単位までは確定していなかったため同 33分～34 分の

間に爆発が起きた場合を考慮してプログラムを走らせた．また，火球は通

常高度 70 km 以下で爆発する[2]ためそこから地上までの温度を平均して

音速を求めると 310 m/sに近い値となるため音速を 310 m/sと仮定した．

本プログラムではどの条件が観測結果と最も合うかの判断に最小二乗法を

用いた．式(1)の Nが最小の時の条件を火球が爆発した条件とした．ここ

で𝑇𝑖𝑚𝑒𝑜は観測時刻、𝑇𝑖𝑚𝑒𝑐は解析から求めた観測時刻である． 

N =
√∑(𝑇𝑖𝑚𝑒𝑜−𝑇𝑖𝑚𝑒𝑐)

2

4
    ……… (1) 

 

 3．結果 

表 1 の通り解析結果は，火球の爆発位置は北緯 33.3°，東経 135.1°，高さ 26km となった．また爆発日

時・時刻は 2020 年 11月 29 日 01 時 34分 05秒となった． 

 

表 1 インフラサウンドから解析した火球の爆発地点の結果 

  解析結果 

緯度 33.3°N 

経度 135.1°E 

高さ 26 km 

時刻 1 時 34 分 05 秒 

図 1 火球からインフラサウン

ドが発生しセンサに届くまで

の概略図 
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4．考察および結論 

 

表 2 解析結果の比較表 

 インフラサウンド 

からの解析結果 

SonotaCo Network[3] 

から参照した結果 

NASA[4] 

から参照した結果 

緯度 33.3°N 33.342°N 33.3°N 

経度 135.1°E 135.156 °E 135.1°E 

高さ 26 km 43.5 km 28.1 km 

時刻 1 時 34 分 05 秒 1 時 34 分 10 秒 1 時 34 分 11 秒 

 

 今回 4 地点のインフラサウンドから解析した結果と SonotaCo Networkや NASAから参照した結果とを

比較すると相違ない結果が得られたので(表 2)，インフラサウンドセンサによる火球観測が光学観測の補

助的手法になり得る可能性が示されたと考える． 

 

参考文献 

[1] Nishikawa, Y. et al., Modeling of 3D trajectory of Hyabusa2 re-entry based on acoustic 

observation, Publications of the Astronomical Society of Japan, 74, 308-317, 2022. 

[2]アストロアーツ，12.流星・火球，https://www.astroarts.co.jp/alacarte/kiso/kiso15-j.shtml 

(2022年 7月 19 日参照) 

[3] SonotaCo.JP ，http://sonotaco.jp/(2022年 10 月 04 日参照) 

[4] NASA，Center for Near Earth Object Studies ，https://cneos.jpl.nasa.gov (2022 年 10月 04日参照) 
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ヘルクレス座τ 流星群への取り組み ～予報・遠征・観測結果～ 

佐藤 幹哉 （国立天文台） 

 

（※観測研究グループ：渡部 潤一, 土屋 智恵 （国立天文台）,蓮尾 隆一,  

長谷川 均 （国立天文台太陽系小天体ゼミ）,NHK コズミックフロント取材班） 

 

（※以下、当日のスライドから抜粋しました。） 

� ヘルクレス座τ流星群について (1) 

• 母天体 ： 73P/Schwassmann-Wachmann 3 

• 公転周期：約 5.4 年、木星族短周期彗星 

• 地球接近軌道を持つ （NEO）分裂彗星 

 

� 母天体のようす 

 
Fig. 分裂した母天体の様子 

※NASA/JPL-Caltech の図に佐藤が改変 

 

� 分裂彗星からの流星群といえば 

アンドロメダ座流星群 

• 母天体 ： 3D/Biella （ビエラ彗星） 

• （公転周期：約 6.5 年、木星族短周期彗星） 

• 分裂彗星である 

• 1846 年に分裂して観測された 

 

Fig. 分裂したビエラ彗星（1846 年）のスケッチ 

E. Weiss 

 

� 3D/Biela の彗星活動 

年 彗星活動

1772 発見（3/8）

1778 観測されず

1785 〃

1792 〃

1799 〃

1806 観測あり

1812 〃

1819 〃

1826 3回の回帰が同定、ビエラ彗星に

1832 観測あり

1839 観測されず

1846 2個の彗星核を確認（1842年に分裂か？）

1852 2個の彗星核を確認（以降観測されず崩壊？）

1859 観測されず

1866 観測されず

1872 観測されず（※流星雨：HR=24000など）

1879 観測されず

1886 観測されず（※流星雨：HR=75,000など）  

 

� 73P/Schwassmann-Wachmann 3 の彗星活動 

年 彗星活動

1930 発見（5/2）　※既に分裂していた？

1935 観測されず

1941 〃

1946 〃

1952 〃

1957 〃

1963 〃

1968 〃

1974 〃

1979 再発見

1985 観測されず

1990 検出（ここまでは弱い彗星活動）

1995 大バースト、A～Dの4個の彗星核に分裂大バースト、A～Dの4個の彗星核に分裂大バースト、A～Dの4個の彗星核に分裂大バースト、A～Dの4個の彗星核に分裂

2001 3個の核を確認（B,C,E)

2006 多数の核を確認多数の核を確認多数の核を確認多数の核を確認

2011 C核検出

2017 C核、BT核検出

2022 今回  

※1930 年の分裂情報の参照サイト（IAUC No.288)： 

http://www.cbat.eps.harvard.edu/services/IAUCs.html 

http://www.cbat.eps.harvard.edu/IAUCs/IAUC0288a.jpg 

http://www.cbat.eps.harvard.edu/IAUCs/IAUC0288b.jpg 
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� ヘルクレス座τ流星群について (2) 

 過去の出現歴： 

• 1930 年（母天体発見年）に暗い流星による出現記

録(HR=59、HR=72 ※集録作成時に訂正) 

  (Nakamura 1930) 

• その他の年は不明瞭 

• 今回出現すると、過去で最も活発な出現となる可

能性が高い 

 

Fig. 1930 年に中村要氏が記録したヘルクレス座τ群 

Nakamura, K., Monthly Not. Roy. Astron. Soc., 91, 204 

(1930) より 

 

� 2022 年の出現予報（ダスト・トレイルモデル） 

堀井氏による予報 (Horii et al. 2008) 

• 1995年以降の母天体（C 核）からのダスト・トレイル

を計算 

• May 31 4:59 (UT)に 1995 年放出トレイルが接近

（-0.00038au) 

• 1995～2070 年の間で 2022 年が最も好条件 

佐藤による改良予報 (Rendtel 2021, 他) 

• 軌道要素の更新のみでシミュレーション結果は 

ほぼ同様 

• May 31 5:04 (UT)に 1995 年放出トレイルが接近

（-0.00041au) 

Horii et al. 2008, EM&P, 102, 85-89. 

Rendtel 2021,  

  https://www.imo.net/files/meteor-shower/cal2022.pdf 

 

 

Fig. 73P 彗星由来のダスト・トレイルの分布（黄道面断面図, 

2022 年、佐藤の計算による）  

※ダスト・トレイルの直径を 0.001au と仮定して作図 

 

� シミュレーション結果の相違 

 

 

Fig. Vaubaillon（上）と堀井（下）のトレイル分布の違い 

※By Horii : (c) David Asher & Mikiya Sato 

Rao 2021 ： WGN, Journal of the International Meteor 

Organization, vol. 49, no. 1, p. 3-14 より 
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※Vaubaillon 氏の分布図では、母天体発見前のダストの

接近のみで 1995 年放出のダストの接近は無い 

 

� ダスト・トレイルの各データについて 

（シミュレーション結果） 

• 放出速度（絶対値）がやや大きい（約-27m/s） 

• ※放出速度- : 彗星の運動方向に対して逆方向、

放出速度+ : 同方向放出 

• 方向放出（逆方向放出）では、ダストに対する太

陽放射圧が効いてくると軌道が大きくなり、ダスト

が放出速度+側にシフトする 

→ ダストが小さいと仮定すると、全く出現しない

場合もあり得る 

→Vaubaillon のシミュレーションでは 1995 年放出

ダスト・トレイルは地球に到達しないと予報された 

 

� 母天体の等級変化（1995 年、他） 

 

Fig. 母天体の等級変化 

Yoshida's web より： 

http://www.aerith.net/comet/catalog/0073P/index-j.html 

 

� 遠征計画(出国まで） 

 2 月 15 日 初ミーティング → 行くとしてもハワイ島 

 3 月 1 日 NHK に申し入れ（コズミック・フロント） 

 3 月 17 日 NHK との初ミーティング 

 3 月 18 日 林左絵子（TMT）さんからカリフォルニア州の

観測地情報 

 4 月 16 日 NHK で番組承認 

 4月23日 NHKとミーティング→カリフォルニア遠征決定 

 5 月始め 航空券チケット各自手配 

 5 月 17 日 ミーティング＆NHK 取材（三鷹） 

 5 月 26 日 PCR 検査 

 5 月 27 日 出国 

 

� 遠征日程(アメリカ入国～帰国） 

 5 月 27 日 ロサンゼルス到着 

 5 月 28 日 ユッカ・バレーに向けて移動 

 GMARS 下見 （砂塵嵐＋自動車スタック） 

 5 月 29 日 極大前日 ジョシュア・ツリー国立公園にて観

測 

 5 月 30 日 極大当日 GMARS にて観測 （with 砂塵嵐） 

 5 月 31 日 極大翌日 GMARS にて観測 

 6 月 1 日 移動 ロサンゼルス泊 

 6 月 2 日 アメリカ出国 

 6 月 3 日 帰国 

（※6 月 1 日以降、待機期間無し） 

 

� 観測地について 

GMARS 

• Goat Mountain Astronomical Research Station  

Riverside Astronomical Society (RAS) のメイン観

測地 

• 系外惑星の観測 

• Star Party （観望会）が定期的に開催されている 

• 経緯度： 34°17'  25.7" N,  116°23'  01.6" W 

 

� 観測計画 

• 目的 ： 1995 年放出ダスト・トレイルの検出 

   →極大時刻とその規模の測定 

• 動画撮影による計数観測→フラックスの測定 

• メイン ： α7SⅢ＋14mm F1.8 

• 予備 ： Watec 902H2-ULTIMATE 

 ＋6mm F0.8 

• 眼視による計数観測 

• その他機材 

• α7R＋全周魚眼（8mm F3.5） 火球モニタ 

• α7S＋16mm F1.4（動画） 地平線付近 

• α7R＋28mm F2.0（静止画） 地平線付近 

表 ダスト・トレイルの各データ（シミュレーション結果） 佐藤の計算 
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� 観測結果 

動画公開（4h39m15s～40m45s UT）、1 分 30 秒に 12 個 

※動画は以下のサイトでご覧になれます。 

https://www.youtube.com/watch?v=Rwaxsb9WxiI 

 
Fig. 4h39m15s～40m45s (UT) の流星（重ね合わせ） 

 

� 観測結果：5 分おきの時間変化 

 
Fig. ヘルクレス座τ流星群出現規模の時間変化 

� 観測結果：眼視観測 

開始 終了 観測時間 TAH HR CHR ZHR Lm Cl
RP. H
(deg.)

観測者

03:45 04:15 00:30 9 18 41.1 42.9 5.6 0 73.0 T. Sato

04:30 05:30 01:00 54 54 51.9 52.2 6.6 0.5 83.1 T. Sato

05:50 06:20 00:30 19 38 34.7 35.5 6.6 0 77.3 T. Sato

06:30 07:00 00:30 14 28 25.5 27.3 6.6 0 69.5 T. Sato
 

 

� 観測結果 

時間解析 ： 

• 2022 May 31 4h46.5m (UT) に極大を検出 （太陽

黄経 69.44°） 

• 予報よりも約 15 分早い 

→軌道傾斜角が小さい（i = 11.1） ことから誤差範囲 

• 1995 年のダスト・トレイルによる極大を検出 

極大規模 ： 

• ビデオ観測： (Z)HR = 165.7 (± 25.6) （※目視

検出）  

• Influx： φ = 5.9 (±0.91) × 10 -3 [/km2 /hour] 

 ※出現高度 88km として計算 

• 速報値：φ = 11.2× 10 -3 よりも小さい 

(Vida & Segon 2022) 

 →捉えた流星の明るさの相違か （要検討） 

• 眼視観測 ： 最大 ZHR = 52.2 

 →中規模出現のレベル 

   （ペルセウス座流星群の約半分） 

Vida & Segon 2022 : CBElT, No. 5126, #2 (2022) 

 

Fig. ビデオ観測（移動平均）と眼視観測の結果 

(Z)HR : 1 時間あたり流星数に放射点高度補正を施したもの （※眼視観測は ZHR） 
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� まとめ 

• 若干の誤差はあるものの予報時刻に極大を検出 

→ 1995 年放出のダスト・トレイルを観測できた 

• 活動規模は、中規模であった 

→放出速度（高速：-27m/s）の影響はあった 

 ただし（太陽放射圧の影響を受けない）十分に 

 大きなダストも間違いなく含まれていた 

→母彗星分裂時には相当活発な噴出があること 

 が確認された 

• 予報研究に対して、彗星活動規模の考慮が大変

重要であることが改めて確認された 

 

� 検討課題 

• 前々日頃から出現が見られた 

• 極大日も別の放射点らしき出現が見られた 

→古い時期のダスト・トレイルであろう 

 

ダスト・トレイルの分布（古いダスト・トレイルを含む） 

 

Fig. 73P 彗星由来のダスト・トレイルの分布 

（黄道面断面図, 2022 年） 

※ダスト・トレイルの直径を 0.001au と仮定して作図 

但し 1941 年以前のダスト・トレイルは不確定要素を含む 

 

Fig. SonotaCo ネットワークの観測流星の放射点分布と 

各ダスト・トレイルからの予報放射点 

観測データ：SonotaCo (http://www.sonotaco.jp/) より 

注記： 

 講演後の質疑応答にて、ヘルクレス座τ流星群の放射

点の日々移動が、1つの軌道要素でも起こり、複数のダス

ト・トレイルのものと区別が付きづらいという回答をしました。

しかしながら、これは当方の勘違い（見誤り）だったことが

後に判明しました。1 つの軌道要素から求められる放射

点移動は、今回観測された南西から北東への移動とは全

く異なり、南東から北西に移動することがわかりました(下

図参照）。このため、今回観測された放射点移動を説明

するためには、複数のダスト・トレイルからの出現を考慮し

ないと説明が付かないことになります。 

 お詫びして訂正いたします。申し訳ありません。 

 

 

ステラナビテータにて作図 

 

Fig. 各ダスト・トレイルからの予報放射点と 

1995 年ダスト・トレイルの放射点移動 

（5/26～6/4） 
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全
て

の
光

度
変

化
の

グ
ラ

フ
を

重
ね

て
作

成
し

ま
し

た
。

大
き

な
変
化

は
、

変
わ

ら
ず

、
高

度
9
1
k
m
か

ら
8
8
k
m
付

近
と
高

度
8
7
k
m
か

ら
8
4
k
m
付

近
と

8
3
k
ｍ

か
ら

8
0
k
m
付

近
と

8
0
k
m
か

ら
7
8
k
m
付

近
と

7
7
k
m
か

ら
76
k
m
付

近
で

急
増

か
増

光
し

て
い

る
こ
と

で
す

。
こ

れ
ら

は
、

高
層

大
気

の
特

異
点

付
近

と
同

じ
高

度
で

す
。

9
7
k
m
か

ら
8
4
k
m
位

の
高

高
度

の
流

星
は

、
１

か
所

の
増

光
で

、
9
0
k
m
か
ら

8
0
k
m
位

の
流

星
は

、
３

か
所

の
増

光
で

、
9
0
k
ｍ

か
ら

7
5
k
m

位
の

流
星

は
、

４
か

所
で

増
光

し
て

い
る

よ
う

で
す

。
時

刻
に

よ
る
変

化
は

な
い

よ
う

で
す

。
１

１
個

の
平

均
高

度
は
、

9
0
k
m
か

ら
8
0
k
m
付

近
で

し
た

。
誤

差
は

、
１

k
m
程

度
で

す
。

長
田
氏
 
　
 
２
９
．
５
０
 
　
2
B
oo
 
　
　
　
　
　
　
　
 α

2
0
7　

　
δ
+2
5
 

杉
本
氏
　
　
２
９
/
３
０
日
　
1
0
個
の
単
点
流
星
か
ら
 
 α

2
0
9.
7
°
δ
+2
4
.
5
°

杉
本
氏
　
　
２
９
/
３
０
日
　
 
4
個
の
単
点
流
星
か
ら
 
 α

2
0
8.
7
°
δ
+2
0
.
1
°

藤
原
氏
　
　
２
９
/
３
０
日
　
 
6
個
の
同
時
流
星
か
ら
　
α
2
0
2.
7
°
δ
+2
0
.
2
°

藤
井
氏
　
　
２
９
/
３
０
日
　
 
1
個
の
同
時
流
星
か
ら
　
α
2
0
4.
0
　
δ
+1
9
.
0

関
口
　
　
　
２
９
/
３
０
日
　
1
1
個
の
同
時
流
星
か
ら
　
α
2
0
3.
6
　
δ
+2
0
.
5

関
口
　
　
　
２
９
/
３
０
日
　
1
1
個
の
同
時
流
星
か
ら
　
α
2
0
4.
2
　
δ
+2
0
.
4

H
a
t
t
or
i
氏
 
３
０
/
３
１
日
　
 
9
個
の
単
点
流
星
か
ら
　
α
2
1
2.
2
　
δ
+2
6
.
2

植
原
氏
　
　
３
１
/
　
１
日
　
 
4
個
の
単
点
流
星
か
ら
　
α
2
1
0°

　
δ
+2
8

鈴
木
氏
　
　
３
１
/
　
１
日
 
　
6
個
の
単
点
流
星
か
ら
　
α
2
0
9.
7
°
δ
+2
8
.
7

関
口
　
　
　
３
１
/
　
１
日
　
1
1
個
の
同
時
流
星
か
ら
　
α
2
0
8.
8
　
δ
+2
7
.
6

関
口
　
　
　
３
１
/
　
１
日
　
1
1
個
の
同
時
流
星
か
ら
　
α
2
0
9.
4
　
δ
+2
8
.
3

上
田
氏
　
　
３
１
/
　
１
日
　
 
5
個
の
同
時
流
星
か
ら
　
α
2
0
8.
5
　
δ
+2
8
.
0

赤
丸

は
、

単
点
観
測

黒
丸

は
、

３
日
間
だ
け
で
す
が

同
時
流
星
の
黒
い
点

の
輻
射
点
の
移
動
は
、

き
れ
い
に
み
ら
れ
ま

し
た
。
北
上
し
て
い

る
こ
と
が
わ
か
り
ま

し
た
。
詳
し
く
は
、

次
と
そ
の
次
の
ス
ラ

イ
ド
に
あ
り
ま
す
。

上
の

グ
ラ

フ
は

、
T
A
H
群

の
5
2
個

の
T
V
同

時
流

星
の

軌
道

計
算

結
果

の
真

輻
射

点
と
V
g
の

グ
ラ

フ
で

す
。

見
や

す
く

す
る

た
め

に
α

と
δ
は

、
1
0
で

割
っ

て
い

ま
す

。
α

も
δ

も
29
日

と
3
1
日

に
よ

く
集

中
し

て
い

ま
す

。
V
g
は

、
誤

差
が

大
き

い
で

す
。

流
星

経
路

の
ど

こ
を

観
測

し
て

い
る
か

等
の

た
め

と
思

わ
れ

ま
す

。
赤

枠
内
は

、
小

関
さ

ん
の

G
M
N
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
の
T
A
H
群

の
出

現
の

グ
ラ

フ
で

す
。

太
陽

黄
経

を
揃

え
た
の

で
G
M
N
の

捉
え

て
い

な
い

所
の

様
子

が
わ

か
り

ま
す
。

ち
ょ

う
ど

突
発

の
最

初
の

少
し

後
と
最

後
を

捉
え

て
い

る
こ

と
に

な
り

ま
す

。
や

は
り

、
29
日

と
3
1
日

以
外

は
、

殆
ど

捉
え

ら
れ

て
い

ま
せ

ん
が

真
輻

射
点

の
移

動
が

み
ら

れ
ま

し
た

。

TV
Vg

α
δ(

)
☚ 　

　
　
m
e
t
e
o
r
n
e
w
s

α
δ(

)
Vg

(k
m

)

上
の
グ

ラ
フ

は
、

T
V
同

時
流

星
の

S
O
L
(
6
5
か
ら

7
7
の

間
)

の
平
均

の
真

輻
射

点
移

動
と

小
関

さ
ん

の
計
算

に
よ

る
真

輻
射

点
移

動
の

比
較

の
グ

ラ
フ

で
す

。
見
や

す
く

す
る

た
め

に
α

と
δ

は
、

１
０

で
割

っ
て

い
ま

す
。

真
輻

射
点
の

移
動

は
、

よ
く

一
致

し
て

い
ま

す
が
、

V
g
は

、
誤

差
が

大
き

い
で

す
。

観
測

誤
差

と
速

度
が
遅

く
減

速
の

補
正

を
し

て
い

な
い

た
め

と
思

わ
れ

ま
す
。

左
の

表
を

元
に

V
g
も

入
れ

て
作

成
し

て
い

ま
す

。

TV
Vg

α
δ(

)

　
　

T
V
同

時
流

星
の

平
均

の
真

輻
射

点
移

動
５

月
２

８
/
２

９
日

　
6
6
.8

　
α

 
1
97

.
2
　

δ
 
17

.
9

５
月

２
９

/
３

０
日

　
6
7
.9

 
 
α

 
2
0
3.

5
　

δ
 
1
9.

8
５

月
３

１
/
　

１
日

　
6
9
.8

 
 
α

 
2
0
8.

7
　

δ
 
2
8.

1
６

月
　

２
/
　

３
日

　
7
1
.7

 
 
α

 
2
1
3.

9
　

δ
 
3
3.

5
６

月
　

４
/
　

５
日

　
7
3
.6

 
 
α

 
2
2
2.

1
　

δ
 
4
8.

0

　
小

関
さ

ん
の

計
算

に
よ

る
真

輻
射

点
移

動
５

月
２

８
/
２

９
日

　
6
7
.
0
　

α
 2

0
2
.
4　

δ
 
1
5
.9

５
月

２
９

/
３

０
日

　
6
8
.
0
  

α
 
20

4
.
9
　

δ
 
2
0
.
8

５
月

３
１

/
　

１
日

　
7
0
.
0
  

α
 
21

0
.
2
　

δ
 
3
0
.
6

６
月

　
２

/
　

３
日

　
7
2
.
0
  

α
 
21

6
.
1
　

δ
 
4
0
.
3

６
月

　
４

/
　

５
日

　
7
4
.
0
  

α
 
22

3
.
2
　

δ
 
4
9
.
9

29
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上
の

グ
ラ

フ
は

、
T
A
H
群

の
5
2
個

の
T
V
同

時
流

星
の

軌
道

計
算

結
果

か
ら

求
め

た
λ

と
β

の
グ

ラ
フ

で
す

。
赤

枠
内

は
、

小
関

さ
ん

の
G
M
N
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
の

T
A
H
群
の

λ
と

β
の

グ
ラ

フ
で

す
。

比
率

を
揃

え
た

の
で

G
M
N
と
の

見
て

い
な

い
所

の
様

子
も

わ
か

り
ま
す

。
赤

は
、

7
0
個

の
7
3
P
の

彗
星

の
λ

と
β

で
す

。
水

色
は

、
小

関
さ

ん
の

突
発

付
近

の
彗

星
の
λ

と
β

で
す

。
殆

ど
が

母
天

体
の

位
置

と
同

じ
こ

と
が
わ

か
り

ま
す

。
ま

た
、

ト
レ

イ
ル

の
広
が

り
も

見
ら

れ
る

こ
と

が
わ

か
り

ま
す

。
紫

は
、

T
A
H群

の
近

く
で

も
散

在
判

定
さ

れ
た

も
の
で

す
が

、
あ

と
１

４
個

程
も

群
と

思
わ

れ
ま

す
。

一
つ
大

き
く

外
れ

た
7
3
P
は

、
S
c
h
w
a
s
s
m
a
n
n-
W
a
c
h
m
a
n
n
 
3
-
S
で

す
。

TV
λ

β
m
e
t
e
o
r
n
e
w
s

TV

左
は

、
２

９
日

と
３

１
日

の
輻

射
点

移
動

量
を
考

慮
し

た
群

判
定

パ
ラ

メ
ー

タ
ー

を
独
自

に
作

成
し
て

同
時

判
定

さ
れ

た
５

月
２

５
日

か
ら
６

月
７

日
ま

で
の

５
２

個
の

T
A
H
群

の
真
輻

射
点

の
分
布

図
で

す
。

２
９

日
と

３
１

日
が

殆
ど
集

中
し

て
い

ま
す

。
右

下
か

ら
左

上
に
斜

め
に

北
上
し

て
い

る
の

が
わ

か
り

ま
す

。
右

は
、
T
A
H
群

付
近

の
散

在
流

星
を

含
め

た
も

の
で

す
。

左
の

輻
射

点
図

に
入

れ
ま

せ
ん

で
し

た
が

、
広
が

り
を

広
げ

る
と

さ
ら

に
似

た
軌

道
が
１

５
個

程
あ
り

ま
し

た
が

、
他

の
小

惑
星

が
母

天
体
と

考
え

ら
れ

る
も

の
は

、
除

い
て

あ
り
ま

す
。

TV

左
は

、
同

時
判

定
さ

れ
た

５
月

２
５

日
か

ら
６

月
７

日
ま

で
の

５
２

個
の

TA
H
群

の
軌

道
図

で
す

。
速

度
の

誤
差

か
広

が
り

か
わ

か
り
ま

せ
ん

が
か

な
り

広
が

り
が

み
ら

れ
ま

す
。

広
が

り
を

広
げ

る
と

さ
ら

に
似

た
軌

道
が

あ
り

ま
し
た

が
、

他
の

小
惑

星
が

母
天

体
と

考
え

ら
れ

る
も

の
は

、
除

い
て

あ
り

ま
す

。
ま

た
、

内
側

の
２
個

は
、

少
し

怪
し

い
で

す
。

右
側

は
、

阿
部

さ
ん

の
４

２
個

の
同

時
流

星
の

軌
道

図
で

す
。

こ
れ
と

比
べ

る
と

や
は

り
、

広
が

り
が

あ
っ

た
も

の
と

思
わ

れ
ま

す
。

得
ら

れ
た

５
２

個
の

同
時

流
星

か
ら

の
D
判

定
は
、

０
．

０
３

か
ら

０
．

２
７

ま
で

、
こ
れ

は
、

７
３

P
彗

星
の

分
裂

し
た

破
片

の
軌
道

の
範

囲
内

に
あ

り
ま

す
。

上
の

表
は
、
D
判

定
が

０
．

０
３

か
ら

０
．

１
ま

で
の

平
均

軌
道
で

す
。

２
９

日
と

３
１

日
で

は
、

i
と

α
と

δ
が

や
や

大
き

く
ず

れ
て

い
ま

す
。

下
の

表
は

、
T
A
H
x
1
と

T
A
H
i
B
の

平
均

軌
道

等
で

す
。

こ
ち

ら
も

２
９

日
と

３
１

日
で

は
、

i
と

α
と

δ
が

や
や
大

き
く

ず
れ

て
い

ま
す

。
平

均
の

光
度
は

、
０

等
で

高
度

は
、

９
０

k
m
か

ら
８

０
k
m
程

度
で

し
た

。
類

似
の

軌
道

で
は

、
他

の
母

天
体
候

補
も

あ
り

そ
う

で
す

が
時

間
が

な
く

調
査

は
し

て
い

ま
せ

ん
。

D

TV

T
A
H
x
1
と
T
A
H
i
b
の

30
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IM
C

2
0
2
2

関
口

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
 　

1
0
0

今
回

の
T
A
H
群
と

思
わ

れ
る
同

時
流

星
で

の
ス

ペ
ク

ト
ル
は

、
左

上
の
２

個
の

み
で

す
。

左
は

、
私
の

２
回

の
爆

発
時

の
N
a
だ

け
の

ス
ペ

ク
ト

ル
で
す

。
な

の
で

、
N
a
 
r
i
c
h
で

す
ね

。
こ

の
流
星

は
、

突
発

予
報

よ
り

赤
経
と

赤
緯

も
３

度
近

く
離

れ
て
い

ま
す

。
右

は
、

藤
原
氏

の
ス

ペ
ク

ト
ル

で
小

爆
発
で

鉄
が

見
え
て

い
ま

す
。

タ
イ

プ
は

、
N
a
 
e
n
h
a
n
c
e
d
で

す
。

こ
の
流

星
は

、
予

想
輻
射

点
か

ら
出
現

し
て

い
ま

し
た

。
前

田
氏
の

単
点

と
と

も
に

、
低

速
の
典

型
的

な
流
星

の
ス

ペ
ク

ト
ル

で
す

。
上
の

解
析

結
果
は

、
阿

部
氏
の

も
の

で
そ

れ
に

私
の

解
析
結

果
を

追
加
し

た
も

の
で

す
。

右
側

に
寄
っ

て
い

る
の

が
わ

か
り

ま
す
。

.
P

TV

So
no

ta
Co

 N
et

w
or

k 
Ja

pa
n 

Fo
ru

m
か

ら
の

突
発

群
関

連
と

思
わ

れ
る

流
星

は
、

８
月

１
６

/
１

７
日

か
ら

１
９

/
２

０
日

だ
け
観

測
さ

れ
て

い
ま

す
。

は
じ

め
に

沖
縄

の
H
a
t
t
o
r
i
氏

が
単

点
で

の
観

測
で

気
づ

き
ト

ピ
ッ

ク
を

作
成

さ
れ

、
前

田
氏

の
デ

ー
タ

が
ア

ッ
プ

さ
れ

て
同

時
流

星
が

７
つ

検
出

さ
れ

ま
し

た
。

そ
の
う

ち
の

６
個

は
、

沖
縄

の
H
a
t
t
o
r
i
氏
と

宮
崎

県
の

前
田

氏
の

も
の

で
し

た
。

さ
ら

に
、

こ
の

う
ち

の
４

個
が

と
て

も
輻

射
点

が
集

中
し

て
い

ま
す

。
単

点
で

は
、

輻
射

点
　

α
　

３
２

６
度
　

δ
　

ー
１

０
度

付
近

か
ら

多
く

検
出
さ

れ
ま

し
た

が
関

東
が

天
気

が
悪

く
、

１
個

し
か

同
時

観
測

さ
れ

て
い

ま
せ

ん
。

１
６

/
１

７
日

と
１

７
/
１

８
日

に
明

ら
か

な
突

発
が

T
V
観

測
で

観
測
さ

れ
て

い
ま

す
。

TV

突
発

群
関

連
と

思
わ

れ
る

同
時

流
星
の

７
個

の
軌

道
一

覧
等

で
す

。
黄

色
の

４
個

が
輻

射
点

が
よ

く
集

中
し

て
い

た
も

の
で

す
。

下
に

こ
の

群
と

p
e
r
i
と

n
o
d
e
と

１
８

０
度

違
う

南
群

も
３

個
、

１
５

/
１

６
日

に
集

中
し

て
い

ま
し
た

。
I
A
U
リ

ス
ト

の
A
D
C
に

あ
た

る
も

の
で
す

。

突
発
群
と
思
わ
れ
る
同
時
流
星
の
軌
道
か
ら
D判

定
で
検
索
し
た
ら
4
5
Ｐ
が
ヒ
ッ
ト
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
彗

星
カ
タ
ロ
グ
の
軌
道
要
素
の
p
e
r
i
と
n
o
d
e
が
昇
交
点
で
５
０
度
違
う
の
で
重
野
氏
の
R
V
O
で
降
交
点
を
求
め
た

ら
、
ば
っ
ち
り
と
合
い
ま
し
た
。
ま
た
、
4
5
Pは

、
や
ぎ
群
の
母
天
体
候
補
な
の
で
重
野
さ
ん
の
１
９
９
５
年

の
流
星
群
カ
タ
ロ
グ
の
や
ぎ
群
の
輻
射
点
が
３
つ
あ
っ
た
の
で
比
べ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
北
群
の
C
と
軌
道

が
よ
く
一
致
し
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
今
回
の
突
発
は
、
45
P
が
母
天
体
で
あ
る
と
思
い
ま
し
た
。
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突
発
群
と
思
わ
れ
る
同
時
流
星
の
軌
道
一
覧
か
ら
下
の
表
の
こ
の
群
と
p
e
r
i
と
n
od
e
と
１
８
０
度
違
う

南
群
も
３
個
が
１
５
/
１
６
日
に
集
中
し
て
い
ま
し
た
。
I
A
U
リ
ス
ト
の
A
D
Cに

あ
た
る
も
の
で
す
。
母
天

体
候
補
は
、
絞
り
切
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
20
1
7
Q
T
1
が
近
そ
う
で
す
。

　
上
の
表
は
、
突
発
群
関
連
と
思
わ
れ
る
同
時
流
星
の
９
個
の
軌
道
一
覧
等
で
す
。
母
天
体
を
4
5
P
と
し
て
D
判

定
し
ま
し
た
。
下
の
表
は
、
L
e
x
e
l
l彗

星
の
軌
道
要
素
一
覧
で
す
。
ω
が
５
０
度
違
い
ま
す
。

今
回
の
突
発
群
と
思
わ
れ
る
流
星
で
同
時
に
な
っ
た

ス
ペ
ク
ト
ル
は
、
上
の
２
個
の
み
で
す
。
と
も
に
前

田
さ
ん
の
ス
ペ
ク
ト
ル
で
す
。
と
も
に
爆
発
後
に
多

く
の
輝
線
が
み
え
ま
す
。
ど
ち
ら
も
タ
イ
プ
は
、

N
or
m
a
l
で
す
。
同
定
さ
れ
た
輝
線
は
、
ほ
と
ん
ど
同

じ
で
し
た
。
こ
の
２
つ
の
流
星
は
、
集
中
し
た
輻
射

点
か
ら
出
現
し
て
い
ま
す
。
右
下
の
図
で
や
ぎ
群
の

ス
ペ
ク
ト
ル
の
組
成
比
の
結
果
と
比
較
し
ま
し
た
。

や
や
F
e
が
多
め
の
よ
う
で
す
。
４
つ
の
単
点
の
白
黒

で
は
、
F
e
が
少
な
か
っ
た
で
す
。

同
時

4
5
P

単
点

4
5
P

関
連

前
田

氏
の

ス
ペ

ク
ト
ル

が
得

ら
れ

た
突

発
群

の
同

時
流

星
の
特

徴
あ

る
光

度
変

化
を

グ
ラ

フ
化

し
ま

し
た

。
TV
同

時
流

星
か

ら
光

度
と

高
度

を
U
F
O
O
rb
i
t
V
2
で

計
算

し
て

グ
ラ

フ
を

作
成

し
ま

し
た

。
誤
差

は
、

1
k
m
程

度
で

す
。

大
き

な
爆

発
は
、

８
８

k
m
付

近
と

７
９

k
m
付

近
で

す
。

９
６

k
m
と
９

２
k
m
と

８
４

k
m
と

８
２

k
m
付

近
で

も
増

光
が

み
ら

れ
ま

す
。

９
２

k
m
と

８
７

k
m
付

近
は
、

大
気

の
特

異
点

付
近

で
す

。
と

も
に
８

７
k
m
付

近
の

特
異

点
付

近
で

大
き

な
増

光
が

起
き

て
い

ま
す

。

1
-
1
.
今

年
の

T
A
H
群

は
、

佐
藤

さ
ん

の
予

想
通

り
ダ

ス
ト

ト
レ

イ
ル

の
出

現
を

捉
え

る
 
 
 
こ

と
が

で
き

た
。

た
だ

、
２

９
/
３

０
日

の
突
発

は
、

別
ト

レ
イ

ル
か

?
1
-
2
.
眼

視
と

T
V
と

電
波

の
３

つ
の

観
測

方
法

で
突
発

を
捉

え
る

こ
と

が
で

き
た

。
1
-
3
.
暗

い
流

星
が

多
く

感
度

の
よ

い
カ

メ
ラ

で
な
い

と
真

の
活

動
が

捉
え

ら
れ

な
 

 
 
 
か

っ
た

。
同

時
流

星
で

は
、

２
等

か
ら

-
２

等
の

明
る

い
も

の
だ

け
で

あ
っ

た
。

1
-
4
.
特

徴
的

な
光

度
変

化
は

、
高

層
大

気
の

特
異
点

付
近

で
起

こ
っ

て
い

た
。

他
は

、
  

 
 
 
殆

ど
通

常
の

タ
イ

プ
で

あ
っ

た
。

1
-
5
.
ス

ペ
ク

ト
ル

も
撮

影
で

き
、

N
a
 
が

豊
富

で
あ
る

こ
と

が
分

か
っ

た
。

2
-
1
.
今

回
の

８
月

の
突

発
群

は
、

M
i
k
h
a
i
l
 
M
a
sl
o
v
の

予
想

通
り

、
4
5
Ｐ

の
１

９
８

０
年
ダ

　
 
ス

ト
ト

レ
イ

ル
の

出
現

を
捉

え
る

こ
と

が
で
き

た
と

い
え

そ
う

で
す

。
2
-
2
.
T
V
観
測

の
単

点
方

法
で

顕
著

な
突

発
を

捉
え
る

こ
と

が
で

き
た

。
2
-
3
.
明

る
い

流
星

が
多

か
っ

た
が

天
候

が
悪

く
同
時

流
星

が
少

な
か

っ
た

。
2
-
4
.
軌

道
の

分
布

で
突

発
出

現
と

南
群

の
両

方
が
捉

え
ら

れ
た

。
2
-
5
.
特

徴
的

な
光

度
変

化
は

、
高

層
大

気
の

特
異
点

付
近

で
起

こ
っ

て
い

た
。

2
-
6
.
ス

ペ
ク

ト
ル

も
撮

影
で

き
、

N
o
r
m
a
l
タ

イ
プ
で

あ
る

こ
と

が
分

か
っ

た
。

2
-
7
.
母

天
体

は
、

4
5
P
で

あ
る

と
思

わ
れ

る
。

2
-
8
.
突

発
群

の
南

群
が

A
D
C
群

で
あ

る
こ

と
が

分
か
っ

た
が

母
天

体
は

、
絞

れ
な

か
っ

た
。
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 小関会長ご挨拶               小槙記念賞授与 

                       殿村泰弘氏(第２種観測者認定)  

 

 大澤亮先生講演会より           会場風景 

 

 
 会場風景                 Zoom 配信ブース 

 

 第 62 回となる流星会議は「宇宙県流星会議」と銘打って長野県塩尻市で 10月 10 日に行

われました。会場参加形式に加え、Zoom を併用したハイブリット会議とし、会場参加 27名

(うち講演会のみ 4名)、Zoom 参加 21 名の計 48名の参加がありました。研究発表は 8件あ

り、ヘルクレス座 τ 群の突発については若干の議論を行いました。講演は、「東京大学木

曽観測所トモエゴゼンが観た太陽系小天体」と題して、自然科学研究機構 国立天文台 

JASMINE プロジェクト 助教の大澤亮先生によりお話しいただきました。「宇宙県流星会議」

に参加された皆様、関わっていただいた皆様に感謝申し上げます。    (丸山卓哉) 



参加者自己紹介 
 
飯山 青海  (大阪) 現地 

眼視観測部門担当幹事をしております。なかなか観測

時間が思うように取れないですが、ぼちぼち観測もし

ております。 

 

泉 あけみ  (群馬) 現地 

久しぶりに皆さんにお会い出来るのを、楽しみにして

おります。 

 

泉 潔  (群馬) 現地 

久しぶりに皆さんにお会い出来るのを、楽しみにして

おります。 

 

今谷 拓郎  (大阪) Zoom 

NPO 法人東亜天文学会及び NPO 法人日本スペースガー

ド協会で関西地区のとりまとめを行っている者です。

最新の流星関連の知識を得たく参加します。 

 

上田 昌良  (大阪) Zoom 

日本流星研究会の TV観測部門幹事をやっています。自

分自身も TV観測をやってますが、最近は、明け方の空

を眼視で観望して楽しんでいます。 

 

宇田 豊和  (神奈川) Zoom 

初めて参加させていただきます。昨年末より、ハワイマ

ウナケアの星空ライブの動画から、流れ星の自動検出

プ ロ グ ラ ム に チ ャ レ ン ジ し て い ま す 。

https://twitter.com/nagarehoshiko1 

 

小川 宏  (茨城) Zoom 

オンライン開催のおかげで久々の２年連続参加です。 

 

川崎 康寛  (大阪) Zoom 

なかなかまとまった時間がとれない状況が続いていま

す。ウェブなら瞬時に信州に行けます。ということで、

フラッと参加させていただきます。 

 

木本 有紀  (熊本) Zoom 

はじめまして。私は熊本で公務員をしており、この会議

の存在について、つい先日知った者です。文系であり、

専門的な知識はほぼありませんが、幼い頃から宇宙に

憧れを抱いていました。とても楽しみにしております

ので、ぜひ拝聴できれば幸いです。 

 

小関 正広  (群馬) 現地 

昨年は Zoom 開催ができ、今年はようやく対面での開催

が可能となりました。久しぶりの対面で「年を取ったな

あ」と言われそうです。IAUMDC の WGのメンバーになっ

ています。この機会にご意見をお聞かせください。現地

参加される方は前もってワクチン接種か感染して？？

抗体をつけておきましょう。 

 

小林 美樹  (愛知) 現地 

日食と流星をこよなく愛する浮世離れした星見人。マ

イペースで眼視観測をやっています。最近、ネットワー

クカメラによる流星観測も始めました。軌道計算にチ

ャレンジ中です。 

佐藤 幹哉  (東京) Zoom 

今回ヘルクレス座τ流星群の発表を行います。よろし

くお願いいたします。 

 

 

塩谷 一昭  (富山) 現地 

今年はようやく現地開催が再開されるので、是非とも

参加したいという思いでした。顔を付け合わせて、好き

な流星について語り合う事を幸せに思います。 

 

司馬 康生  (兵庫) 現地 

定年退職後、365 連休を宣言し、これまでやり残したこ

とを進めています。 

 

清水 真澄  (埼玉) Zoom 

自由な時間も増え、流星について再勉強したいと思っ

ています。 

 

首藤 宏二  (兵庫) Zoom 

初めて参加させていただきます。今年から流星観望を

始めました。非常にわくわくする時間です。眼視による

計測観測はハードルが高いですが少しずつ始めたいと

思います。 

 

杉本 智  (栃木) 現地 

20 歳の誕生日の 1972.10.9 から 50年。ジャコビニはど

こに？高感度ビデオカメラによる流星動画からは興味

深い現象が続々見られて興味が尽きません。あと５年

位は撮影に頑張りたいと思っています。 

 

鈴木 悟  (愛知) 現地 

毎月、天文回報を編集・発行しています。ＮＭＳのホー

ムページも担当しています。皆さんのご協力でさらに

魅力あるものにしていきたいと思っています。流星観

測はＴＶ観測だけになっていますが、空の良い信州で"

生の流星"に出会えるといいのですが、満月直前ですね。 

 

関口 孝志  (埼玉) Zoom 

埼玉県の関口です。昨年に続き ZOOM で参加します。み

なさんとお話ができるのを楽しみにしています。 

 

田中 正一  (千葉) Zoom 

今年もオンラインでの参加ですが、皆さんとお会いす

るのを楽しみにしています。 

 

殿村 泰弘  (宮城) 現地 

昨年 ZOOM流星会議実行委員長を担当しました。そのお

礼と第二種観測者の表彰のために現地参加します。久

しぶりに JRに乗って長野県を訪れます。秋休みで授業

がないので，久しぶりに松本電気鉄道乗車と郵便局巡

り，姥捨駅からの景色，そして旧知の仲間との第６分科

会が行えれば良いなあと思っています 

 

永井 和男  (神奈川) Zoom 

自宅で流星の TV観測と電波観測を行っています。マン

ションベランダでの観測で視界が悪くカメラを増やし

ても同じ星野を撮影してしまいます。そこで、カメラ毎

に分光・偏光・V等級測光のように機能を変えるように

しています。 

 

中根 純夫  (京都) 現地 

人生を楽しむ年齢になっているようにも思いますが、

昨年にご縁あり転職して野暮な仕事で忙しくしていま

す。電波と宇宙と数理科学に興味がつきません。 
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二村 大輔  (長野) Zoom 

高校時代より流星観測をはじめ、主に写真撮影をして

います。いろいろ機材を買い替えて試していますが、な

かなか思うような写真が撮れません。 

 

橋本 岳真  (東京) 現地 

もうＴＶ会議はうんざりだ！ リアルで行きましょ

う！！ 

 

蓮見 佑太  (高知) 現地 

高知工科大学 4 年の蓮見です。流星についてまだまだ

分からないことだらけですが少しでも今回の流星会議

で知識を吸収できるように頑張りたいと思います。 

 

長谷川 均  (東京) Zoom 

今年の 1月から ATOMCam2 を買ったことがきっかけで自

宅ベランダで流星観測を始めました。自宅カメラ以外

に YouTube のライブ動画から流星を検出して楽しんで

います。データ解析については勉強中です。 

 

服部 貴昭  (沖縄) 現地 

沖縄県国頭村にてビデオ観測を行っております服部で

す。よろしくお願いいたします。 

 

伴 良彦  (長野) 現地 

天文に関することに興味があります。最近は天体撮影

を細々とやっております。デシイチカメラがなぜか余

ってきましたので、少し前から晴れそうな夜はオーソ

ドックスな流星撮影を楽しんでおります。 

 

福井 敬一  (茨城) Zoom 

20 何年振りの参加です。天文回報、nms メーリングリス

トを通じて、技術の発展、研究についていくばかりです。 

 

藤井 大地  (神奈川) Zoom 

平塚市博物館の天文担当学芸員。プラネタリウムで生

解説をしています。流星や宇宙開発が好きで、平塚の自

宅と富士の実家を拠点に火球や月面衝突閃光、スプラ

イト、人工衛星、富士山の定点観測を続けています。 

 

藤原 康徳  (大阪) Zoom 

ここ 2 年ほど、緊張の糸が切れて隠居老人化が進んで

います。研究的なことは中断中？ですが、流星のビデオ

観測は継続しています。 

 

前田 幸治  (宮崎) Zoom 

SonotaCo netで、TV観測を行っていますが、日々のデ

ータ整理でなかなか観測のまとめまで手が回りません。

この 1年間のニュースとしては、沖縄のTV観測者と同

時流星が撮れるようになったことです。今回も zoom が

あったので参加できます。よろしくおねがいします。 

 

松岡 義一  (神奈川) Zoom 

日本流星研究会をはじめとする諸団体と日本天文教育

普及研究会との連携を模索しています。まずは安価な

ネットワークカメラを活用するすべの情報共有を試み

ています。 

 

溝口 秀勝  (富山) 現地 

現地参加とZoom参加の両方が可能な初めての流星会議

は運営等学ぶことが多いと考え、参加を決めました。皆

さんにお会いできるのを楽しみにしています。 

百瀬 雅彦  (長野) 現地 

せっかくの地元開催ですので参加させていただきます。

多くの方に出会えることを楽しみにしています。 

 

柳 信一郎  (埼玉) 現地 

Zoom で顔を合わせてもリアルと異なることを２年間で

実感しました。今後しばらく流星イベントが見当たら

ないので、観測しよう！ 研究しよう！というモチベー

ション維持が重要と思います。皆様、これからもよろし

くお願いいたします。 

 

米津 正次  (愛知) Zoom 

年齢と共に視力などが衰えてきたため、最近は比較明

合成機能付きカメラを使用して主要流星群の撮影を楽

しんでいます。 

 

大西 浩次  (長野) 現地 

2016 年 11 月 23 日の第 1 回目の「長野県は宇宙県」ミ

ーティングで長野県内の天文研究施設を中心とした連

絡 協 議 会 を 立 ち 上 げ ま し た 。

https://uchuuken.jpn.org/index.html 

 

宮地 美由紀  (長野) 現地 

塩尻星の会の不良女子会(1)です。晴れた週末は乗鞍高

原に出没します。https://ssc01.jp/ 

 

白金 清美  (長野) 現地 

塩尻星の会の不良女子会(2)です。晴れた週末は乗鞍高

原に出没します。https://ssc01.jp/ 

 

下田 力  (長野) 現地 

地元開催ですが十分なおもてなしができなくてすみま

せん。次の 10年に向けて観測体制の強化が今の課題で

す。 

 

紫谷 優子  (長野) 現地 

いつもフェイスブックで勝手に友達だと思っている

方々にリアルにお会いできるのを楽しみにしています。

Zoom では宇宙県のみんなのお力を借りています。 

 

丸山 卓哉  (長野) 現地 

「宇宙県流星会議」へようこそ。多くの方が現地にお集

まりいただき、また、多くの方が各地におられてもオン

ラインで参加いただきます。いたらぬ点も多いかと思

いますが、よろしくお願いします。 
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2016 年 11 月 23 日、信州大学松本キャンパスにて 第 1 回目の「長野県は宇宙県」ミーティングが開催

され松本宣言を行い、長野県内の天文研究施設を中心とした連絡協議会を立ち上げました。 

以降、毎年、ミーティングを開催し、活動のまとめと今後の展開を検討しています。 

憲章 (松本宣言 2016.11.23) 

長野県がもつ「宇宙に近い」というすばらしい資産を多くの人たちと共有し、その魅力を広

く伝えていくことにより、長野県の地域振興、人材育成、観光、天体観測環境維持に寄与す 

ることを目的とする。また、参加する団体・個人は、この目的のために、お互いの特徴を認 

めつつ、協力をし活動する。 

 

「長野県は宇宙県」を合言葉として、松本宣言の趣旨に則り、長野県がもつ「宇宙に近い」というす 

ばらしい資産をみなさんに理解していただくとともに、この長野県の魅力を広く伝えていくため、以 

下のような活動をしています。 

・活動全般の意見交換をする「長野県は宇宙県」ミーティング 

・長野県内の天文施設や観察会を回っていただくスタンプラリー（2017～2019 年） 

・長野県内の天文施設や同好会の動画を見ていただくキーワードラリー（2020 年） 

・ワーキンググループ：長野県星空継続観察(2018 年～) 

・ワーキンググループ：長野県天文文化研究会(2019 年～) 

長野県は宇宙県」連絡協議会    国立天文台 野辺山宇宙電波観測所  内 

※今回の流星会議では Zoom 配信、ハイブリッド設定に長野県は宇宙県メンバーの協力をいただきまし 

た。また、講演会などにご参加いただきました。 

 
記 念 写 真 

 

「長野県は宇宙県」 https://uchuuken.jpn.org/index.html 
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